


























ことはほ とん どない｡実際に経験 したことだ
が,授業参観を依頼 されて ｢今 日は文法説明を
す る予定です｣ と言 った ところ,参観者か ら
久保野雅史


































項だろうか ? 中学校教員から見ると ｢これは
高校の内容だ｣ と思 えるか も知れない｡ しか
し,高校教員の中には ｢これは中学校で学習済
みだ｣ と考えて疑わない人 も少な くない｡
文部省 (1999a)によれば,中学校で扱 う関
係代名詞は,




















挙 げ られ る｡(これ と同 じこ とが,listen to,
lookatなどにも成 り立つ｡)｢talkaboutは実質






















(6) 昨 日一緒にいた子は誰 ?
のように, 日常的に頻繁に使用できる表現であ



















































だ｣ とい うことになる｡これが,(9) と (10)
が中学校から切 り離された理由の一つだと考え




































(14) 受動態 と能動態が表 している意味は,
まったく同じだと言えるのか ?












味が違 うなどとい う話 しは聞いたことがな
い｡




























が ｢知 らなか った｣ と言 ってい る内容の中心
は,それぞれ,
(17) ジョージが ｢芝居 を書いている｣ とい
うこと




























(2)は ｢息子が何か しでか した｣ とい うこと
を,(3)は ｢あの窓が割れている｣ とい うこと
を,聞 き手が知 ってい ることを前提 としてい
る｡その上で相手に伝えたいことの焦点 となっ





- ｢お宅の息子が,割 ったんです よ,あの
窓を｣ と言われる
学習文法の再構築
(5) 窓 が割 れてい る｡｢ど うした のだ ろ
























とい う状況である｡,この前提 に続 く下線部
ち,｢話題 となっている ｢本｣について,何か
情報を追加する｡｣ とい う流れに沿 った発話に
なる｡このような対話の流れを考えて,受動態
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(4)Afamoussoccerplayerwroteit.
(3) と (4) とでは,発話の前提 となる状況
が違 っている｡(3)は ｢本｣について話 してい
る流れの中で,話題 となっている ｢本｣(-it)





どうだろうか ? 唐突に ｢あるサッカー選手が
-｣ と言われると,聞 き手は面食 らって しま
う｡場合によっては,主語のAfamoussoccer
playerを聞 き逃 して しまうか も知れない｡こ
のような理由で,(1)の対話の流れでは,(3)




だろうか ? 話 し手は,聞き手がすでに知 って
いる (と考えられる)こと (-旧情報)を話題
として取 り上げる｡旧情報を前提 として,聞き

































の文はこの情報 を前提 として始 まるので,this
ideaが主語に立たな くてはな らない｡出 し抜
けにPtolemydeveloped‥.と来ると ｢Ptolemy
って誰だっけ?｣ と読者は戸惑 って しまう｡そ
のため,ここでは,イ (受動態)の文を補わな
い と文章のつなが りが悪 くなって しまのであ
る｡イの情報の流れは,
(7) (地球が宇宙の中心だとい う) この考え






















































(3) 歯止め (-上限)規定 - 最低基準
へ と変更されているので,can,mustのような
助動詞の付いた受動態を中学校の教科書で使用





要領では従来の ｢文型｣ とい う用語に代わって
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略 した ものである｡この ように,becauseは
｢～なので｣ とい う部分だけを独立 させた文 と


























(4) 僕が会合にでなか ったのは,残業 しな
くてはならなかったからだ｡




点)が ある｡つ ま り,(4)では ｢残業が原 因









か った理 由なのである｡原因 ･理 由を ｢旧情
報｣ として扱 う場合 にはsinceを使い,｢新情
報｣ として扱 う場合 にはbecauseを使 う, と
考えてよいだろう｡
sinceとbecauseの使 い分 け を単純化 す る
と,(7)のようになる｡下線部は,意味の焦点
を表 している｡
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になるので,
(9) メア リーが入 って きた ときに,ポール
は立ち上が った｡
とな り, こち らも文末 に意味の焦点が来てい
る｡文中における副詞語句の位置は比較的自由








点が来 る｡否定語 notは,そこに狙い を定める
ので,
(ll) a.昨 日は,テニスをしませんで した｡
- ｢別に 日にテニスをした｣ ことを含
意
b.昨 日,テニスは しませんで した｡
- ｢昨 日は他のスポーツをした｣ こと
を含意
とい う違いが出て来 る｡否定文の表す意味 を正
確に理解す るためには,情報構造の考 えが不可
欠なのである｡
このように ｢情報構造｣ とい う切 り口を作 る
だけで,受動態 と副詞語句の位置 とい う ｢点｣
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